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足 立 区
総 務 課 広 報 係
TEL( 888) 2151

写真は区の職員の水防競争, さすが民生, 土木課は速い。

運

動

会

ピ
ス
ト
ル
の
音

上
が
る
歓
声

拍
手

紅
い
球

白
い
球

鈴
割
り
の
紙
吹
雪

ど
こ
ま
で
も
突
き
ぬ
け
る

秋
の
空
の
下

力
が
あ
ふ
れ

若
さ
が
あ
ふ
れ

楽
し
さ
が
あ
ふ
れ
る

運
動
会

あ
そ
こ
に
も

こ
こ
に
も

ま
た
歓
声
が

あ
が
る

株式会社 巧文社印刷
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全
町
あ
げ
て

交

通

安

全

運

動

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
、
十
月

二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十

日
間
、
全
国
一
斉
に
行
な
わ
れ
ま

す
。区
で
は
こ
の
期
間
中
、特
に
交

通
道
徳
を
高
め
、
交
通
事
故
を
防

ご
う
と
、各
町
会
の
協
力
を
求
め
、

区
を
挙
げ
て
の
安
全
運
動
を
展
開

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
各
町
会
に
手
旗
、腕
章
、

呼
笛
な
ど
を
配
布
し
、
自
主
的
な

交
通
整
理
や
そ
の
他
の
行
事
を
通

じ
、
あ
ら
た
め
て
交
通
事
情
に
対

す
る
関
心
を
呼
ぶ
よ
う
な
計
画
も

進
め
ら
れ
、
今
年
の
三
月
、
交
通

安
全
区
を
宣
言
、
い
た
ま
し
い
事

故
の
絶
無
を
期
し
て
、
住
み
良
く

明
る
い
町
づ
く
り
に
、万
全
の
体

勢
を
と
と
の
え
て
い
ま
す
。

ま
た
町
ぐ
る
み
の
安
全
運
動
と
い

う
こ
と
で
、
各
町
会
に
交
通
部
の

設
置
を
呼
び
か
け
た
結
果
、
十
月

一
日
現
在
で
九
十
町
会
が
、
交
通

部
を
結
成
し
活
動
を
は
じ
め
ま
し

た
。こ
れ
は
全
町
会
数
の
三
十
七
%

に
あ
た
り
ま
す
が
、
未
結
成
の

と
こ
ろ
で
も
交
通
安
全
協
会
や
他

の
部
と
の
兼
務
で
、
そ
れ
ぞ
れ
交

通
安
全
に
大
き
な
努
力
を
払
っ
て

い
る
こ
と
が
回
答
さ
れ
て
き
て
お

り
ま
す
の
で
、
実
際
に
は
百
%
に

近
い
結
成
情
況
が
集
計
さ
れ
ま
し

た
。

全
小
中
学
生
の
交
通
安
全
に

下
敷
か
バ
ツ
ジ
を
あ
げ
ま
す

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
来
年
に
ひ
か

え
、
交
通
標
識
を
外
国
人
で
も
わ

か
る
よ
う
な
も
の
に
変
え
ま
し
た

の
で
、
小
学
校
四
年
生
以
上
の
児

童
と
中
学
生
に
、
こ
の
新
し
い
交

通
標
識
を
図
解
し
た
下
敷
を
あ
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
下
敷
を
ふ
だ
ん
使
い
な
が

ら
し
ぜ
ん
に
新
し
い
交
通
標
識
を

覚
え
こ
ん
で
も
ら
う
た
め
の
も
の

で
す
。

ま
た
、
小
学
校
三
年
生
以
下
の

児
童
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の
幼
児

が
通
学
通
園
す
る
際
の
交
通
安
全

を
祈
っ
て
、
カ
ワ
イ
イ
「
ア
ツ
ち

ゃ
ん
」
の
マ
ジ
ッ
ク
バ
ッ
ジ
を
あ

げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
い
つ
も
正
し
く
道
を

歩
い
て
通
学
す
る
子
供
の
誇
り
と

し
て
、
胸
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め

の
も
の
で
す
。

み
ん
な
右
側
を
歩
き
ま
し
ょ
う

◇

通
学
路
に
標
識

通
学
道
路
の
交
通
安
全
を
は
か

る
た
め
、こ
の
ほ
ど
都
の
臨
時
交

通
対
策
協
議
会
で
標
識
を
決
め
ま

し
た
の
で
、
近
く
一
校
に
つ
き
三

本
程
度
の
予
定
で
、
区
内
全
校
の

通
学
路
に
設
置
し
ま
す
。

住
居
表
示
に
よ
る
新
し
い
町
づ
く
り

い
ま
ま
で
の
、
わ
か
り
に
く
い

町
名
地
番
を
整
理
し
、
日
常
生
活

に
便
利
な
町
づ
く
り
を
す
る
た
め

に
、
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
事
業

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
足
立
区

住
居
表
示
協
議
会
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
協
議
会
委
員
は
表
の
と
お

り
で
す
。

足立区奨学生募集
貸 付 人 員 お よ び 貸 付 金 額

高校　月額　2, 000 円以内( 15 名)
大学　月額　3, 000 円以内( 5 名)

資 格

1. 足立区内に引き続き3 年以上住
んでいる者の子弟であること。

2. 都内に所在する学校に在学して
いること。
( 昭和39年度入学者を含む)

3. 同種の学資金を他から借り受け
ていないこと。

受 付 期 間　10 月19 日 ま で

申 込 場 所　 足 立 区 役 所 総 務 課

TEL( 888) 2151

引
揚
者
国
庫
債
券
で
年
末
貸
付

引
揚
者
の
国
庫
債
券
を
お
持
ち

の
方
で
、
現
金
に
し
た
い
方
は
、

担
保
に
入
れ
て
、
年
末
の
貸
付
を

し
ま
す
。
受
付
期
間
は
十
月
の
中

旬
頃
か
ら
十
一
月
の
二
十
日
頃
ま

で
で
、
返
還
は
国
債
よ
り
充
当
し

ま
す
か
ら
直
接
返
還
の
請
求
は
し

ま
せ
ん
。
詳
細
は
民
生
課
、
ま

た
は
梅
島
支
所
庶
務
課
へ
ど
う

ぞ
。

戦
没
者
の
妻
に
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
の

戦
没
者
の
妻
で
、
現
在
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ

て
い
る
人
に
、
特
別
給
付
金
(
二

十
万
円
国
債
)
が
支
給
さ
れ
ま
す

か
ら
、
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な

い
人
は
、
区
役
所
民
生
課
(
8
8
8
)
二
一 五

一
、
ま
た
は
支
所
庶
務
課
(
8
8
6
)
三

一
六
五
に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

募

集

消
防
官

消
防
吏
員

東
京
消
防
庁
で
は
、
高
校
卒

業
以
上
の
者
を
対
象
と
し
た
消

防
官
お
よ
び
、
大
学
卒
業
者
を

対
象
に
し
た
消
防
吏
員
の
募
集

を
行
な
い
ま
す
。
受
け
期
間
は

消
防
官
が
十
月
五
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
、
消
防
吏
員
は
、
十

月
十
五
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

行
な
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と

は
左
記
に
電
話
を
。

消
防
官
は
　
(
3
7
1
)
三
七
九
四

消
防
吏
員
は
(
5
8
1
)
一
三
六
一

内
線
三
九

図
書
館
が
休
み
に
な
り
ま
す

毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
図
書
館

曝
書
(
本
の
虫
干
)
が
三
図
書
館

と
も
、
次
の
予
定
で
行
な
わ
れ
ま

す
か
ら
、
そ
の
間
は
、
館
内
閲
覧

を
は
じ
め
、
館
外
貸
出
も
中
止
に

な
り
ま
す
。

千
住
図
書
館
1
0月
1
日
～
1
4日

梅
島
図
書
館
1
0
月
1
5
日
～
2
8
日

宮
城
図
書
館
1
0月
2
2日
～
2
8日

そ
れ
ぞ
れ
火
曜
か
ら
月
曜
ま
で
。

お

知

ら

せ

第
十
八
出
張
所
に
電
話
が
一

本
増
え
ま
し
た
。

(
六
〇
五
)
二
七
四
八
(
新
設
)
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神
明
排
水
場
完
成

自
家
発
電
所
も
今
年
中
に

神
明
町
に
は
、
排
水
量
毎
分
十

ト
ン
の
仮
設
排
水
場
が
あ
り
ま
し

た
が
、
九
月
十
三
日
、
六
木
町
四

百
八
十
番
地
に
神
明
排
水
場
が
完

成
し
ま
し
た
。
排
水
能
力
は
、
毎

分
百
五
十
五
ト
ン
で

、こ
れ
は
、縦

十
メ
ー
ト
ル
、
横
五
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
平
屋
建
の
家

、

一
っ
ぱ
い
分
の
量
で
す
。
し
か
し

ゴ
ミ
が
つ
ま
る
と
能
力
が
半
分
に

減
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
ド
ブ

や
川
に
は
、
ゴ
ミ
を
絶
対
に
捨
て

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
停
電
の
た
め

排
水
ポ
ン
プ
が
動
か
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
中
に

は
、で
き
上
が
る
予
定
で

、い
ま
五

反
野
北
町
一
八
一
五
番
地
、
第
二

五
兵
衛
排
水
場
の
と
な
り
に
自
家

発
電
所
の
建
設
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
発
電
所
が
完
成
す

る
と
、大
六
天
、裏
門
堰
、
伊
藤
谷

第
二
五
兵
衛
、
加
平
、
境
田
の
各

排
水
場
に
送
電
さ
れ
、
台
風
な
ど

で
電
気
が
切
れ
た
場
合
で
も
完
全

な
排
水
能
力
が
発
揮
で
き
ま
す
。

(
完
成
し
た
神
明
排
水
場
)

国
民
年
金
の
未
加
入
者
は
福
祉
年
金
も
も
ら
え
ま
せ
ん

任
意
加
入
の
人
も
同
じ
で
す

福
祉
年
金
は
、
明
治
四
十
四
年

四
月
一
日
生
以
前
の
人
で
、
七
十

才
以
上
に
な
っ
た
と
き
、
一
定
の

条
件
内
で
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
明
治
四
十

四
年
四
月
二
日
生
以

後
の
人
で
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
老
令
福
祉

年
金
は
も
ち
ろ
ん
、

障
害
福
祉
年
金

、
母

子
福
祉
年
金
な
ど
も

も
ら
え
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
二
十
才
以

上
で
、
厚
生
年
金
、

恩
給
な
ど
の
な
い
強

制
加
入
者
に
限
ら
ず

学
生
な
ど
の
任
意
加

入
者
も
国
民
年
金
に

ぜ
ひ

、
加
入
し
て
下

さ
い
。
加
入
し
て
も

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は

保
険
料
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
(
た
だ
し
任
意
加
入
者
に
は

あ
り
ま
せ
ん
)
ま
た
、
国
民
年
金

の
加
入
者
に
は
国
か
ら
の
負
担
が

あ
り
ま
す
。

年
金
は
一
定
の
期
間
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
て
な
い
と
、
も
ら

え
ま
せ
ん
か
ら
、
会
社
な
ど
の
年

金
に
加
入
し
た
り
、
や
め
た
と
き

は
、
早
く
国
民
年
金
の
加
入
届
や

脱
退
届
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

「
老
後
は
す
べ
て
の
人
が
、
い

ず
れ
か
の
公
的
年
金
を
受
け
る

時
代
に
な
っ
た
の
で
す
。
一
人

だ
け
と
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
」

注
　
生
命
保
険
会
社
な
ど
の
各
種

年
金
は
、公
的
年
金
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

住
宅
統
計
調
査

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

こ
の
調
査
は
、
い
ろ
い
ろ
な
住

宅
建
設
計
画
の
も
と
と
な
る
資
料

を
作
る
大
切
な
調
査
で
す
。
調
査

す
る
内
容
は
、住
宅
の
所
有
関
係
、

住
宅
の
規
模
、
構
造
、
設
備
な
ど

で
す
。
調
査
内
容
は
い
っ
さ
い
秘

密
に
し
て
あ
り
ま
す
し
、
税
金
に

も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

足
立
区
産
業
展
及
び
優
秀
発
明
展
開
く

第
十
三
回
足
立
区
産
業
展
は
、

十
一
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
(

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
、最

終
日
は
午
前
中
)
大
手
町
の
都
立

産
業
会
館
で
開
か
れ
ま
す
。

参
加
す
る
区
内
の
事
業
所
は
、

産
業
展
の
部
、
八
十
一
社
、
発
明

展
の
部
、
事
業
所
六
社
、
個
人
五

名
で
出
品
物
も
、
家
具
・
木
工
製

品
を
は
じ
め
、
皮
革
・
化
学
・
家

庭
・
機
械
器
具
製
品
な
ど
、
二
〇

〇
種
類
以
上
、
三
〇
〇
〇
点
に
も

の
ぼ
り
、
各
方
面
か
ら
、
そ
の
成

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
観
は
自
由
で
す
か
ら
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い
。
(
入
場
無
料
)

特別区税条例の一部改正
― 税 務 課 の お知 ら せ ―

地
方
税
法
お
よ
び
区
税
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
十
月
一

日
か
ら
延
滞
金
や
督
促
手
数
料

な
ど
が
次
の
と
お
り
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

◇
　
廷
滞
金
と
廷
滞
加
算
金
の

統
合
お
よ
び
負
担
率
の
軽
減

い
ま
ま
で
、
納

期
限
後
に
税
金
を

納
め
る
場
合
は
、

延
滞
金
と
延
滞
加

算
金
の
両
方
が
課

さ
れ
ま
し
た
が
、

十
月
一
日
か
ら
は

こ
れ
が
延
滞
金
だ

け
と
な
り
、延
滞

加
算
金
が
な
く
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
い
ま
ま

で
延
滞
金
は
納
期

限
の
翌
日
か
ら
、

延
滞
加
算
金
は
法

定
期
間
経
過
日
(

督
促
状
を
発
し
た

日
か
ら
か
ぞ
え
て

十
日
を
経
過
し
た

日
)
の
翌
日
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
納
付
の

日
ま
で
、
日
歩
三

銭
(
百
円
に
つ
き

一
日
三
銭
)
の
割

合
で
し
た
が
、
十

月
一
日
か
ら
、
延
滞
金
と
し
て

納
期
限
の
翌
日
か
ら
法
定
期
間

経
過
日
ま
で
は
日
歩
二
銭
、
法

定
期
間
経
過
日
の
翌
日
か
ら
納

付
の
日
ま
で
は
日
歩
四
銭
と
な

り
、
い
ま
ま
で
の
延
滞
金
と
延

滞
加
算
金
を
合
わ
せ
た
日
歩
六

銭
よ
り
負
担
率
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
九
月
三
十
日
ま
で

の
期
間
に
か
か
る
延
滞
金
な
ど

の
計
算
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り

そ
れ
ぞ
れ
日
歩
三
銭
で
計
算
す

る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

◇
　
督
促
手
数
料

の
廃
止

十
月
一
日
以
後

に
出
さ
れ
る
督
促

状
の
督
促
手
数
料

は
、
事
務
の
簡
素

合
理
化
な
ど
の
た

め
に
廃
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。た
だ
し

、九
月

三
十
日
以
前
に
出

さ
れ
た
督
促
状
の

督
促
手
数
料
は
、

い
ま
ま
で
ど
お
り

徴
収
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま

す
。

◇
　
徴
税
令
書
の

名
称
変
更

徴
税
令
書
と
い
う

名
称
は
、
十
月
一

日
以
後
か
ら
納
税

通
知
書
と
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

区
民
税
第
三
期
分
の
納
期
は

八
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

納
期
限
後
に
納
め
る
場
合
は

税
務
課
ま
た
は
出
張
所
に
納

め
て
下
さ
い
。
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神
明
南
町
・
保
塚
町
・
西
六
町

が
で
き
ま
し
た

神
明
南
町
は
七
月
十
七
日
か
ら

保
塚
町
、西
六
町
は
九
月
一
日
か
ら

新
し
い
町
づ
く
り
と
し
て
、
土

地
改
良
法
に
よ
る
区
画
整
理
事
業

が
行
な
わ
れ
、
神
明
南
町
、
保
塚

町
、
西
六
町
が
で
き
、
そ
の
結

果
、
一
部
町
の
区
域
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
は
、十
一
・
十

六
・
十
七
・
十
八
の
各
出
張
所
の

管
内
に
ま
た
が
る
も
の
で
、
花
畑

町
、
神
明
町
、
辰
沼
町
、
内
匠
町

の
各
一
部
が
神
明
南
町
に
、
竹
塚

町
、
保
木
間
町
の
各
一
部
が
保
塚

町
に
、
六
町
、
保
木
間
町
、
竹
塚

町
、
花
畑
町
、
東
栗
原
町
の
各
一

部
が
西
六
町
に
、
そ
れ
ぞ
れ
編
入

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
佐
野
町
、
大
谷

田
町
、
内
匠
本
町
、西
加
平
町
も

一
部
町
区
域
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
区
域
に
住
ん
で
い
る
方
は

米
殻
通
帳
、
国
民
年
金
手
帳
、
国

民
健
康
保
険
証
や
印
鑑
を
持
っ
て

出
張
所
で
、
住
民
登
録
、
印
鑑
登

録
な
ど
の
町
名
地
番
変
更
手
続
を

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
登
記
所
や

郵
便
局
、
勤
務
先
に
も
届
出
が
必

要
で
す
。
下
図
は
変
更
に
な
っ
た

町
の
地
図
で
す
。

斜
線
内
は
新
境
界
線
内
の
新
し
い

町
境
を
あ
ら
わ
す
。

点
線
は
旧
町
の
境
界
線
を
あ
ら
わ

す
。

第

十

六

回
区

民

体

育

大

会

足
立
区
で
は
十
一
月
十
日
ま
で

の
日
曜
日
に
、区
民
体
育
大
会
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
、
弓
道
、
庭
球
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
や
、
登
山
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
競
技
種
目
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
締
切
日
は
競
技
種
目
に
よ

っ
て
違
い
ま
す
か
ら
、
参
加
希
望

の
方
は
お
早
め
に
申
込
み
下
さ

い
。
な
お
、
参
加
資
格
、場
所
、

種
目
内
容
や
、
雨
天
の
場
合
の
日

程
変
更
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
、

足
立
区
役
所
の
体
育
係
ま
で
問
い

合
せ
下
さ
い
。

結婚相談は

産業振興館で

TEL( 881) 16681689

旅
行
に

は

国
保
の
施
設
を

秋
は
、
ま
ず
夏
の
疲
れ
を
と
る

こ
と
で
す
。
寒
い
冬
を
む
か
え
る

前
の
体
の
準
備
を
す
る
時
で
す
。

区
で
は
、
皆
さ
ん
の
保
養
施
設

と
し
て
、
各
温
泉
地
の
旅
館
と
、

一
般
の
利
用
よ
り
安
い
料
金
で
特

約
し
て
い
ま
す
。
一
家
そ
ろ
っ
て

の
旅
行
に
は
、
国
保
の
施
設
を
ご

利
用
下
さ
い
。

利
用
方
法
は
、
な
る
べ
く
土
曜

日
曜
を
さ
け
、
利
用
予
定
日
の
十

五
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。な

お
、
諸
物
価
が
あ
が
っ
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
十
月
一
日
か
ら

値
上
げ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
ご
了
承
下
さ
い
。

国
保
無
料
健
康
相
談

十
月
一
日
か
ら
末
日
ま
で

な
ん
と
い
っ
て
も
病
気
は
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

少
し
で
も
か
ら
だ
が
お
か
し
い
、

心
配
だ
と
思
っ
た
ら
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
、
健
康
相
談
を
う
け
て
下

さ
い
。
相
談
を
取
り
扱
う
と
こ
ろ

は
足
立
、
千
住
の
両
保
健
所
を
は

じ
め
足
立
区
医
師
会
に
加
入
し
て

い
る
お
医
者
さ
ん
、
足
立
区
歯
科

医
師
会
に
加
入
し
て
い
る
歯
医
者

さ
ん
な
ら
ど
こ
で
も
受
け
付
け
ま

す
。な

お
、
相
談
に
は
保
険
証
と
印

鑑
を
お
持
ち
下
さ
い
。


